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１ 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョンについて 

我が国では、人口減少、少子・超高齢社会の本格的な到来という、いわば、時代の大きな転換点に
直面しています。また、地方から大都市圏への人口流出も止まらず、地方自治体にとっては存続が危ぶ
まれる状況になっています。 

このような状況の中、我々地方自治体には、地域の魅力を高めるとともに、出生率を向上させ、東京
圏などへの若者の人口流出に歯止めをかけるべく、なお一層、地域が一丸となった、戦略的かつ的確な
対応が求められています。 

本市では、これまで３市５町で「瀬戸・高松広域定住自立圏」を形成し、創造性豊かな中核・生活
交流圏域の実現を目指して、各種施策・事業を推進してきましたが、新たな広域連携制度である連携
中枢都市圏へ発展的に移行し、圏域全体の更なる活性化と、魅力ある都市圏域の形成を図っていくこ
ととしています。 

本ビジョンは、連携する市町の役割分担と相互の連携協力の下、経済を活性化し、圏域全体の魅
力を高めるとともに、住民が安心して快適に暮らすことのできる圏域を形成するため、具体的な取組を示
すものです。 

 

１連携中枢都市圏の名称 

連携中枢都市圏の名称は、「瀬戸・高松広域連携中枢都市圏」とします。 

２連携中枢都市圏の構成自治体 

 連携中枢都市圏を構成する自治体は、香川県高松市、さぬき市、東かがわ市、土庄町、小豆島
町、三木町、直島町、綾川町の３市５町とします。 

本ビジョンの計画期間は、平成２８（２０１６）年度 ～ 平成３５（２０２３）年度の８
年間とします。 

 
（１）策定の趣旨 

 
（２）連携中枢都市圏の名称・構成自治体 

 
（３）計画期間 
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本冊子には、平成３１（２０１９）年度から新たに連携して推進する３つの取組及び内容を拡
充して推進する２つの取組について掲載しており、これらの取組について、３０年３月に策定した、瀬戸・
高松広域連携中枢都市圏ビジョンを変更するものです。 

また、これに伴い、高松市と連携市町が連携して実施する事業数は、次のとおりとなります。 

（統合する事業） 

■新病院整備事業
■高松市立病院

運営事業 

本事業は、平成３０年度に整備が完了したた
め。以降の高松市立みんなの病院に関する取組
は、「高松市立病院運営事業」に読み替えの
上、統合する。 

■地域包括支援

センター運営事業

■認知症ケア推進事業

■地域ケア会議推進事業

■地域包括支援

センター運営事業

地域包括支援センター運営事業を含めた３つの
取組を集約して連携することにより、効率化が図
られ、様々な課題を一体的に捉えることとするた
め。 

実施事業内で連携する医療機関や介護事業
者等が重複していることから、圏域内で実施して
いる会議や研修会において参加・協力等の連携
ができるほか、連携市町を含めた情報提供を行う
ことにより、広域的な参加が見込める。 

連携分野 事業数 平成３１年度の新規・拡充当事業名 

圏域全体の経
済 成 ⾧ のけん
引 

13→14 【新規】幅広い層が集まる「場」づくり 

高次の都市機
能 の 集 積 ・ 強
化 

6 →６ 
【新規】データ利活用型スマートシティ推進事業 

【統合】新病院整備事業 

圏域全体の生
活関連機能 

サービスの向上
52→52 

【新規】がん検診の広域化 

【新規】データ利活用型スマートシティ推進事業【再掲】 

【拡充】地域包括支援センター運営事業 

【統合】認知症ケア推進事業 

【統合】地域ケア会議推進事業 

【拡充】自然体験等を通じた住民の交流の促進 

 
（４）内容の変更 

 
連携事業数：平成 30 年度 71 事業 →平成 31 年度 72 事業（1 事業増）
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２ 新規・拡充事業について

施策体系一覧表

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

産学金官民一体となった懇談会の設置・運営等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幅広い層が集まる「場」づくり事業 ● ● ● ● ● ● ●

イ 中小企業経営力強化事業 ○ ○

ウ ブランド農産物育成支援事業 ○ ○ ○ ○

誘致促進事業観光連携協議会等の設置・運営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国内誘客促進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海外誘客促進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国内外観光客向け情報発信事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

瀬戸内国際芸術祭推進事業 ○ ○ ○

新たな観光プランの企画、販売等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イベント交流の促進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デリバリーアーツ事業 ○ ○ ○ ○

文化芸術鑑賞等の機会の提供 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

観光バリアフリーのためのＵＤマップ作成・活用事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療人材の確保・育成 ○

医療職員の交流等 ○ ○ ○ ○ ○

イ ＩＣカードを利用した公共交通利用促進事業 ○ ○ ○ ○ ○

大学等と連携した、将来の圏域を担うリーダーの育成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産学官連携推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エ データ利活用型スマートシティ推進事業 ● ● ● ● ● ● ●

高松市立病院運営事業 ○ ○ ○ ○ ○

救急医療体制の確保 ○ ○ ○

救急艇の活用 ○ ○ ○

島しょ部(土庄町及び小豆島町)への医師派遣事業 ○ ○

遠隔医療ネットワークを使った連携 ○ ○ ○ ○ ○

「地域包括ケア病棟」設置事業 ○ ○ ○ ○ ○

がん検診の広域化 ●

地域密着型サービス（認知症対応型共同生活介
護）広域利用事業

○

在宅医療・介護連携事業 ○ ○

地域包括支援センター運営事業 ● ● ◎ ◎ ◎ ● ◎

徘徊高齢者保護ネットワーク ○ ○ ○ ○

介護認定審査会事業 ○ ○ ○

自立支援協議会運営事業 ○ ○

障害支援区分等審査会業務の連携 ○ ○ ○

ファミリー・サポート・センター事業 ○ ○ ○

連携協約項目 事業（取組）名
連携する市町

地域資源を活用した地域経
済の裾野拡大

産業クラスターの形成、イノ
ベーション実現、新規創業促
進、地域の中堅企業等を核
とした戦略産業の育成

１

圏域全体
の経済成
⾧のけん
引

ア

産学金官民一体となった懇
談会の設置・運営等、国の
成⾧戦略実施のための体制
整備

エ 戦略的な観光施策

その他、高次の都市機能の
集積・強化に係る施策

高度な中心拠点の整備・広
域的公共交通網の構築

２

高次の都
市機能の
集積・強
化

ア 高度な医療サービスの提供

ウ
高等教育・研究開発の環境
整備

(ウ) 福祉

３

圏域全体
の生活関
連機能
サービスの
向上

ア

生活機
能の強
化に係
る政策
分野

(イ) 介護

(ア) 地域医療
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

移動図書館巡回事業 ○

読書推進ボランティア養成事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

帰国児童等支援事業 ○ ○

特別支援教育推進連携事業 ○ ○ ○ ○

こども未来館学習体験事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

史跡・遺跡の調査研究及び発信 ○ ○ ○

高松市埋蔵文化財センターの運営 ○ ○ ○ ○ ○

中学校総合体育大会等の連携 ○ ○

高松市屋島陸上競技場の活用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域密着型トップスポーツチームの試合観戦機会等の
提供

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グリーン・ツーリズム等農業振興事業 ○ ○ ○

獣害対策事業 ○

産学官連携推進事業【再掲】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生涯学習推進事業 ○ ○

男女共同参画センター学習研修事業 ○ ○ ○

災害時相互応援協定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

香川県消防相互応援協定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高松空港及びその周辺における消火救難活動に関
する協定

○ ○

消防業務の事務委託 ○ ○

地域防災対策事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般廃棄物の処理・処分に関する業務 ○

し尿処理に関する業務 ○ ○

環境学習等推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境負荷の少ない自動車の普及促進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小型家電等リサイクル推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

不法投棄対策事業の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＩＣカードを利用した公共交通利用促進事業【再
掲】

○ ○ ○ ○ ○

コミバス等へのＩｒｕＣａ導入事業 ○ ○ ○ ○ ○

地域公共交通再編事業 ○ ○ ○ ○

(イ)
ＩＣＴインフラ
整備

データ利活用型スマートシティ推進事業【再掲】 ● ● ● ● ● ● ●

橋りょう改築修繕事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

道路新設改良事業 ○ ○ ○ ○

(エ)

地域の生産者
や消費者等の
連携による地
産地消

ブランド農産物育成支援事業【再掲】 ○ ○ ○ ○

自然体験等を通じた住民の交流の促進 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎

移住・交流促進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人材育成事業、合同研修等の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域コミュニティ人材養成事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

結びつ
きやネッ
トワーク
の強化
に係る
政策分
野

(ア) 地域公共交通

(ウ)
道路等の交通
インフラの整
備・維持

教育・文化・ス
ポーツ

○：既に連携している市町
●：2019年度から新たに連携する市町
◎：既に連携している取組の一部を拡充する市町

連携協約項目 事業（取組）名
連携する市町

３

圏域全体
の生活関
連機能
サービスの
向上

ア

生活機
能の強
化に係
る政策
分野

(エ)

(カ)

ウ
圏域マネジメント能力の強化
に係る政策分野

(オ)
地域内外の住
民との交流・
移住促進

イ

(キ) 環境

災害対策

(オ) 地域振興
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２ 新規・拡充事業について

（１） 圏域全体の経済成⾧のけん引

ア 産学金官民一体となった懇談会の設置・運営等、国の成⾧戦略実施のための体制整備

産学金官民一体と
なった懇談会の設
置・運営等

【新規】幅広い層が
集まる「場」づくり事
業

中小企業経営力
強化事業

ウ 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大

ブランド農産物育
成支援事業

成果指標（KPI）

圏域における民営事業所の従業者数(公務を除く全産業)

香川県への再来訪意向割合(香川県への再来訪意向における「ぜひ来たい人」の割合)

圏域内の特産農産物について、パンフレットの配布・作成やイベントの活用等を通じて、連携してＰＲを行
う。

事業（取組）名 事業概要

高松市が高松商工会議所と共催で開催する中小企業経営の合理化・近代化の促進並びに従業員の
資質向上等を目的とした中小企業経営講習会について、連携市町の中小企業者にも幅広く周知・宣伝
を行い、参加を促すことで、圏域内の中小企業・小規模事業者の経営力強化を図る。

事業（取組）名 事業概要

イ 産業クラスターの形成、イノベーション実現、新規創業促進、地域の中堅企業等を核とした戦略産業の
育成

産学金官民一体となった懇談会を設置・運営し、連携中枢都市圏において経済成⾧のけん引等に係る
取組を検討するとともに、ビジョンの進行管理を行う。また、圏域内の若者が集まり、地域の活性化に資す
るアイデアを協議する「圏域若者会議」を懇談会の部会として設置し、圏域全体の経済成⾧をけん引する
取組について検討する。

事業（取組）名 事業概要

多くの人が圏域に愛着や興味を持ち、できること、してみたいことを自ら考えることが地域経済の活性化につ
ながることから、幅広い層が集まり、意見を出し合うことができる「場」づくりを推進する。

5 



さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ● ● ● ● ● ●

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○ ○

目標値（2023年度）

273,981人 (平成26年7月1日時点)

48.2％ (平成26年度)

266,757人 (平成28年7月1日時点)

35.5％ (平成29年度)

28万人程度

60.0%

策定時 現状値

たかまつ食と農のフェスタにおけ
る出展者販売額

9,621千円 10,000千円 5,258千円

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

講習会等受講者数 2,091人 2,500人 1,600千円

圏域内の多様な地域資源について、ブランド化を進め、販路拡大等を通じて地域経済
の裾野の拡大を図る。

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

圏域内の中小企業の経営力強化に努める。

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

圏域全体の経済成⾧のけん
引等に係る連携事業数

13事業 17事業 438千円

産学金官民一体となった懇談会の設置・運営を行う。

○：既に連携している市町
●：2019年度から新たに連携する市町
◎：既に連携している取組の一部を拡充する市町

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

瀬戸・高松広域連携中枢都
市圏ポータルサイトへのアクセス
数

2,178件 5,700件 125千円
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エ 戦略的な観光施策

誘客促進事業観
光連携協議会等の
設置・運営

国内誘客促進事
業

海外誘客促進事
業

国内外観光客向け
情報発信事業

瀬戸内国際芸術
祭推進事業

新たな観光プランの
企画、販売等

イベント交流の促進

デリバリーアーツ事業

文化芸術鑑賞等の
機会の提供

観光バリアフリーの
ためのＵＤマップ作
成・活用事業

高松市において実施される劇団四季「こころの劇場」ミュージカル公演について、圏域内の児童（小学６年
生）を招待する。
また、美術館機能を活用し、圏域内の小・中学生に美術鑑賞学習（常設、特別展の鑑賞）や施設見
学等の機会を提供する。

年齢や性別、障がいの有無、国籍の違い等に関わらず、誰もが快適に生活できるように、ＵＤ（ユニバー
サルデザイン）の考え方を取り入れたまちづくりを推進するため、ＵＤに対応した施設等の情報を盛り込ん
だ、ＵＤマップの作成を検討する。

高松市及び連携市町の祭りや全国的、国際的な会議、各種イベントの周知宣伝活動を行うとともに、相
互交流に取り組む。

住民が身近なところで生の優良な文化芸術に触れる機会を提供するため、公民館や公園、老人ホームな
ど住民の希望するところに、音楽や伝統芸能などの文化芸術を出前公演する。企画・運営は、高松市が
委託している公益財団法人高松市文化芸術財団が実施する。

文化芸術の振興と瀬戸内の活性化や地域振興、世界に向けての情報発信に寄与するため、瀬戸内国
際芸術祭を県、関係市町及び福武財団等とともに、３年毎に開催する。芸術祭の準備とともに、芸術祭
終了後、恒久的に残す作品について、維持管理及び運営を行う。

公益財団法人高松観光コンベンション・ビューローが主体となり、「ぷち旅プラン（着地型旅行商品※）」
など、観光プランの企画・販売事業を行う。

高松空港と空路で結ばれた国や地域を中心に、圏域へ外国人観光客を誘致するため、関係機関や県、
近隣市町と連携を図りながら、観光プロモーションを積極的に行う。

観光ホームページを活用して、圏域内の観光情報等を国内外に発信する。

圏域全体で観光振興事業を実施するため、圏域市町の観光関係者等による協議の場を設ける。

圏域全体の観光資源を活用したプロモーションやファムツアーを実施する。具体的には、旅行者・事業者へ
の誘致活動や、首都圏・関西圏におけるキャンペーン活動を始め、首都圏から空路で約１時間というアク
セス利便性をＰＲするため、首都圏と羽田空港とを結ぶ鉄道の車両内に広告を掲示するなど、国内観光
客の誘致を積極的に実施する。

事業（取組）名 事業概要
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①鑑賞者数（劇団四季ミュー
ジカル鑑賞）
②参加校数（美術館学習）

①5,395人
②20校

①5,300人
②35校 3,815千円

UDマップ掲載HP閲覧数 ―
UDマップ
掲載後に
設定する

881千円

まつり・イベント入込み客数 1,043,351人 1,373,200人 140,718千円

鑑賞者数 2,050人 2,500人 4,913千円

（KPI設定対象外） ― ― 202,116千円

観光施設等利用者数 6,818千人 6,640千人 502千円

香川県外国人延べ宿泊数 453,460人 700,000人 189,721千円

観光施設等利用者数 6,818千人 6,640千人 27,514千円

観光施設等利用者数 6,818千人 6,640千人 195,110千円

観光施設等利用者数 6,818千人 6,640千人 11,226千円

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

観光資源を活用したプロモーションや大規模イベントの開催等を通じて、圏域内への観光
客等、交流人口の増加に取り組む。
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（２） 高次の都市機能の集積・強化

ア 高度な医療サービスの提供

医療人材の確保・
育成

医療職員の交流等

イ 高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の構築

ＩＣカードを利用し
た公共交通利用促
進事業

成果指標（KPI）

「JR高松駅」と「ことでん瓦町駅」の１日平均乗降人数

鉄道系ＩＣカード（ＩｒｕＣａ）を活用することにより、圏域内における公共交通サービスを高水準で均
一なものとして提供する。

事業（取組）名 事業概要

看護師・准看護師の養成施設に対して、運営費を助成し、圏域における医療人材の確保育成を図る。

高松市民病院が主催して、各公立医療機関等の医療職員（医師・歯科医師は対象外だが、参加は
可）に、実地での実効性を高めるための交流研修を行う。

事業（取組）名 事業概要

高松空港の利用者数

高松発着の航路便数
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○

○ ○ ○ ○ ○

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○ ○ ○

往復81.5便

策定時 現状値 目標値（2023年度）

37,098人 (平成26年度)
※24,648人 (JR高松駅)
※12,450人 (ことでん瓦町駅)

40,105人 (平成29年度)
※25,882人 (JR高松駅)
※14,223人 (ことでん瓦町駅)

4万人程度

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

公共交通利用促進事業実施
自治体数

1自治体 4自治体 138,047千円

圏域内外から多様な人々が集まることができる、広域的公共交通の利便性向上に取り
組む。

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

看護師等養成所卒業生の資
格取得率

99.0% 100% 3,840千円

地域医療連携カンファレンス・
セミナーにおける高松市外参加
者数

6人 26人 1,036千円

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

医療体制の整備や充実等、安定的な診療体制の確立に取り組む。

○：既に連携している市町
●：2019年度から新たに連携する市町
◎：既に連携している取組の一部を拡充する市町

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

173万人 (平成26年度) 195万人 (平成29年度) 199万人

往復81.5便 (平成27年3月時点) 往復71.5便 (平成30年4月時点)
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ウ 高等教育・研究機関の環境整備

大学等と連携し
た、将来の圏域を
担うリーダーの育成

産学官連携推進
事業

エ その他、高次の都市機能の集積・強化に係る施策

【新規】データ利活
用型スマートシティ
推進事業

データの利活用により、本市が抱える多様な地域課題の解決を図るため、産学民官の多様な主体が参画
する「スマートシティたかまつ推進協議会」と連携し、ＩｏＴ共通プラットフォームを活用して、様々な分野の
データの連携に向けた検討、データの収集・分析等を行う。

事業（取組）名 事業概要

圏域内の大学等（香川大学、高松大学・高松短期大学、香川高等専門学校、徳島文理大学など）
と相互に連携して、連携中枢都市圏構想の取組事項に関する調査研究等を行う。

将来の圏域を担うリーダーを育成するため、大学等との連携を強化する。具体的には下記の事業を展開す
る。
①県が実施する奨学金制度を活用し、将来の圏域を担うリーダーの育成を推進する。
②文部科学省が実施する官民協働海外留学支援制度に参画する。
③高松市で既に実施している、香川大学地域マネジメント研究科への就学支援を推進する。
④圏域内企業への就職に向けた、大学等との連携を推進する。

事業（取組）名 事業概要
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

● ● ● ● ● ● ●
連携して収集・分析する地域
課題の解決につながるデータ分
野の数

0分野 4分野 23,000千円

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

大学及び企業等との連携事
業数

125事業 156事業 2,000千円

高次都市機能にふさわしい公共空間の整備を行う。

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

大学等との連携・協力事業数 102事業 130事業 11,145千円

産学官の連携、特に高等教育機関と連携し、圏域の将来を担うリーダーの育成や研究
成果の民間での活用促進等を図る。

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町
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（３） 圏域全体の生活関連機能サービスの向上

ア 生活機能の強化に係る政策分野

(ア) 地域医療

高松市立病院運
営事業

救急医療体制の確
保

救急艇の活用

島しょ部(土庄町及
び小豆島町)への医
師派遣事業

遠隔医療ネットワー
クを使った連携

「地域包括ケア病
棟」設置事業

【新規】がん検診の
広域化

地域包括ケア病棟において、在宅療養及び退院前の在宅等復帰支援等を行い、在宅復帰率を高める。

連携市町において、集団検診に加え、高松市の医療機関等での個別検診（子宮頸がん・乳がん検診）
による受診を可能にする。

高松市民病院の医師を、島しょ部である土庄町及び小豆島町の自治体病院に派遣し、小豆島における
医療水準の維持・向上に貢献する。

かがわ遠隔医療ネットワーク（Ｋ-ＭＩＸ）を利用して、診療情報の交換、地域の医療機関相互の情報
の交換、患者の受渡しなどを行う。Ｋ-ＭＩＸのネットワークに参画している医療機関が、中核病院（情
報提供病院）である高松市民病院の診療情報を参照することができる、「かがわ中核病院医療情報ネッ
トワーク」を利用し、検査の重複実施の抑制、医師に対する病状説明の軽減や紹介・逆紹介を通じた円
滑な病診連携を促進する。※両ネットワークを総称して、「かがわ医療情報ネットワーク：K-MIX＋」と呼
ぶ。

【在宅当番医制事業】休日に当番制で診療を行う。
【歯科救急医療センター休日・夜間救急歯科診療事業運営補助事業】高松市歯科医師会が高松市歯科救急医
療センターにおいて行う、休日の昼間及び平日の夜間の歯科診療に対して、運営費を助成する。
【病院群輪番制運営補助事業】夜間の２次救急医療を輪番制で担う総合病院に対して、その運営費を助成する。
【病院群輪番制病院設備整備費補助事業】輪番病院が更新する施設・設備に対して、その整備費を助成する。
【夜間急病診療所運営事業】毎日19:30～23:30まで診療を行う夜間急病診療所を、指定管理者制度により運営
する。

圏域の島しょ部における救急搬送体制を強化するため、高松市が整備した救急艇「せとのあかり」（以下
「救急艇」という。）を活用した海上搬送ネットワークを構築し、島しょ部の救急患者の搬送を行う。

「市立病院は三つでひとつ」をスローガンに、急性期医療を提供する市民病院、療養病床を有する塩江分
院と香川診療所を設置運営し、良質な医療を提供していることを踏まえ、患者の受け入れ方策の一つで
ある地域医療連携について、より一層の強化を図るために、近隣市町の医療機関（主に公立病院）に
対して、患者の紹介・逆紹介等の交流を働きかけ、圏域の医療提供体制の充実を図る。

事業（取組）名 事業概要

圏域全体での若者世代(25-39歳)の人口

圏域全体の合計特殊出生率(各市町の加重平均での参考値)

成果指標（KPI）
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

●

在宅復帰率 （H29.10設置） 70% 162,823千円

高松市医療機関でがん検診
を希望した者のうち、検診受
診につながった者の割合

100% 100% 95千円

医師派遣件数 12件 24件 ー

医療情報公開実績件数
（H28年度からの累計）

161件 400件 1,783千円

市民満足度における「医療体
制の充実」の満足度

42.7% 45.3% 324,455千円

（KPI設定対象外） ― ― 39,970千円

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

①紹介率（市民病院）
②逆紹介率（市民病院）

①60％
②79％

①50％以上
②70％以上 ー

病院、診療所等の適切な役割分担の下、島しょ部を含む圏域の地理的特性を踏ま
え、必要な地域医療を確保する。

○：既に連携している市町
●：2019年度から新たに連携する市町
◎：既に連携している取組の一部を拡充する市町

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

110,996人（平成22年10月1日時点） 87,808人 (平成29年10月1日時点) 8万人程度

1.55 (平成22年) ※ （平成31年3月末公表予定） 1.70程度

策定時 現状値 目標値（2023年度）
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(イ) 介護

地域密着型サービ
ス（認知症対応型
共同生活介護）
広域利用事業

在宅医療・介護連
携事業

【拡充】地域包括
支援センター運営
事業

徘徊高齢者保護
ネットワーク

介護認定審査会
事業

徘徊高齢者の早期発見・早期保護を圏域において協力して実施する。具体的には下記のような連携を行
う。
①行方不明となった徘徊高齢者の家族が他の市町への情報提供を求めた場合は、申し出を受けた（又
は所管警察からの連絡を受けた）自治体が、他の市町へ連絡する。②連絡を受けた市町は、各自治体
における徘徊高齢者保護ネットワークへ情報を提供し、徘徊高齢者の早期発見・早期保護に努める。③
家族が他県への情報提供を求めた場合は、申し出を受けた自治体が香川県へ情報提供依頼を行う。

「介護認定審査会業務の事務委託に関する規約」に基づき、三木町・直島町・綾川町の各介護認定審
査会業務について、高松市が各町から受託して実施する。

地域包括ケア病棟において、在宅療養及び退院前の在宅等復帰支援等を行い、在宅復帰率を高める。

地域包括支援センターの運営に関する取組について、圏域内の市町において情報交換会を開催し、ノウハ
ウの共有や連携して解決すべき課題の検討などを行う。

高松市地域密着型サービス事業者指定に係る制限に関する要綱において、高松市域内の地域密着型
サービス（認知症対応型共同生活介護）については、原則、高松市転入後６か月を経過しない者の利
用又は入居はできないが、当該サービス事業所がない直島町からの転入者には、６か月が経過していなく
ても利用又は入居できる運用とする。

事業（取組）名 事業概要
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○

○ ○

● ● ◎ ◎ ◎ ● ◎

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

徘徊高齢者保護ネットワーク
による発見率

100% 100% 86千円

介護認定審査会開催件数 773回 804回 199,629千円

多職種連携構築度評価平均
得点

4.5点 10点 15,557千円

自立高齢者率 79.2% 74.6% 596,782千円

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

当該事業所周知率 100% 100% ー

介護制度の運用に当たって必要な手続きを連携して進めるほか、必要な介護サービスを
確保する。

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町
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(ウ) 福祉 (a 障がい者福祉）

自立支援協議会
運営事業

障害支援区分等
審査会業務の連携

(ウ) 福祉 (b 子育て支援）

ファミリー・サポート・
センター事業

(エ) 教育・文化・スポーツ（a 教育）

移動図書館巡回
事業

読書推進ボランティ
ア養成事業

帰国児童等支援
事業

特別支援教育推
進連携事業

こども未来館学習
体験事業

平成29年度から、高松市こども未来館で実施するこども未来館学習について、利用を希望する圏域内の
小・中学校にも提供する。
【学習体験内容】プラネタリウムの投影を通した天体学習、実験・観察を通した学習、昆虫・科学展示物
を通した学習、図工・美術に関する制作活動、展示や映像資料を用いた平和学習などを実施する。

近隣自治体と比較して、支援ケースが多い高松市の支援者情報と、近隣自治体の支援者情報を共有す
る。

高松市で実施する特別支援関係研修会を連携市町との共催で行う。

高松市移動図書館車が公立図書館のない地域に巡回し、図書の貸出・返却、リクエスト（本の予約
等）など、図書館サービスを提供する。

絵本の読み聞かせやブックスタートを行うボランティアのほか、対面朗読ボランティアなどの技術の習得や向
上を図るため、連携市町のボランティア（グループ）も参加対象として、講座や研修会を開催する。

事業（取組）名 事業概要

仕事と育児の両立を支援し、子育てしやすい環境をつくるため、地域において育児の援助を受けたい人と
行いたい人が会員となり、育児について相互に助け合う会員（有償ボランティア）組織をつくり、その拠点
として、「たかまつファミリー・サポート・センター」を設置し、会員組織の運営管理や相互援助活動の調整・支
援などを行う。

事業（取組）名 事業概要

高松市の障害支援区分等審査会において、各町から依頼される審査業務を行うことにより、障害支援区
分等認定業務の実施と効率化を図る。

障がい福祉の関係機関等で構成される高松圏域自立支援協議会の中心となる相談事業所と連携し、
障がい者への支援に努める。

事業（取組）名 事業概要
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○

○ ○ ○

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○こども未来館学習参加校数 54校 50校 4,251千円

指導を行った件数／指導が必
要な帰国児童等

100% 100% 4,374千円

相談訪問件数／相談希望校
数

100% 100% 630千円

貸出冊数 7,148冊 7,000冊 375千円

講座受講者数 149人 120人 473千円

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

ファミリー・サポート・センター事
業利用件数

7,413件 7,000件 18,942千円

教育に関する情報共有や研修会、施設の共同利用や人材育成を行う。

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

審査会開催回数 46回 50回 4,863千円

子育て世帯の支援に係る地域資源を相互補完することにより、圏域内で手厚い子育て
支援の実現を図る。

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

全体会開催回数 2回 2回 1,440千円

障がい者福祉に関する事業を連携して取り組むことにより、圏域において、障がいがある
人もない人も互いに共生できる地域社会の実現を図る。

○：既に連携している市町
●：2019年度から新たに連携する市町
◎：既に連携している取組の一部を拡充する市町

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町
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(エ) 教育・文化・スポーツ（b 文化）

史跡・遺跡の調査
研究及び発信

高松市埋蔵文化
財センターの運営

(エ) 教育・文化・スポーツ（c スポーツ）

中学校総合体育
大会等の連携

高松市屋島陸上
競技場の活用

地域密着型トップ
スポーツチームの試
合観戦機会等の提
供

関係団体と連携し、競技場において圏域内の住民が参加できる競技会や各種イベントを開催する。
競技会や各種イベントの参加を始め、圏域内の住民による競技場の施設利用促進及び住民の相互交
流を図る。

圏域内の児童生徒等に、高松市内を拠点に活動している地域密着型トップスポーツチーム（カマタマーレ讃
岐（サッカー） 、香川オリーブガイナーズ（野球）、香川ファイブアローズ（バスケットボール）、香川アイス
フェローズ（アイスホッケー））の試合観戦の機会を提供する。また、当日試合会場でのイベントを通じて、
市町間の交流促進や市町民の一体感の醸成を図るとともに、各市町の観光などをＰＲすることにより、
県外サポーター等の誘客につなげる。

関係町教育委員会や高松地区中学校体育連盟が連携し、高松地区中学校総合体育大会等の体育
大会を開催する。

事業（取組）名 事業概要

圏域内の史跡・遺跡の調査研究について、その成果を紹介し、情報発信を連携して行う。
具体的には、史跡石清尾山古墳群、史跡高松城跡、史跡天然記念物屋島などを対象とする。

埋蔵文化財の調査技術、調査成果等に関する情報交換を行うとともに、埋蔵文化財の情報発信事業
（展示等）のための資料の相互貸借を行う。

事業（取組）名 事業概要
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

屋島競技場利用者数 106,436人 120,000人 ー

トップスポーツチーム試合観戦
者数

133,800人 179,200人 2,901千円

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

中学校総合体育大会等にお
ける実施競技数

18競技 18競技 9,828千円

施設の共同利用や大会の共同開催、地域密着型のトップスポーツチームの観戦機会の
提供等、スポーツに関する様々な地域資源の共同利用を進める。

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

講座等参加者数 4,241人 6,500人 1,798千円

施設利用者数 4,272人 6,500人 15千円

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

圏域内における遺跡・史跡の調査や情報発信等を行う。

20 



(オ) 地域振興

グリーン・ツーリズム
等農業振興事業

獣害対策事業

産学官連携推進
事業【再掲】

生涯学習推進事
業

男女共同参画セン
ター学習研修事業

生涯学習の推進に向けた取組を連携して行う。具体的には以下の取組を行う。
①高松市生涯学習センターで実施する各種講座について、連携市町住民にも参加を呼びかける。
②同様の講座を連携市町が開催する場合、講座内容や講師などの情報提供を行う。
③地域において生涯学習を推進・援助する人材を養成する定例研修会への、連携市町（公民館等）の
職員の参加を呼びかける。
④連携市町の生涯学習情報に関するホームページを相互にリンクさせる。

高松市男女共同参画センターで実施している各種講座の情報提供や出前講座を実施する。

三木町と連携して東植田町と三木町朝倉地区に生息域を拡大しているニホンザルの出没場所・被害場
所を集約し、捕獲場所の選定を行い、効果的な捕獲檻の設置を実施する。

圏域内の大学等（香川大学、高松大学・高松短期大学、香川高等専門学校、徳島文理大学など）
と相互に連携して、連携中枢都市圏構想の取組事項に関する調査研究等を行う。

圏域のグリーン・ツーリズムに関する情報を圏域住民にＰＲし、グリーン・ツーリズムの推進を図るほか、農業
振興に係る農地情報等の連携を図る。

事業（取組）名 事業概要
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

生涯学習コーディネーター養成
講座参加者人数

417人 488人 1,960千円

学習研修事業参加者数 3,496人 5,000人 1,260千円

ニホンザル被害の軽減（面
積）

1.46ha 2.02ha ー

大学及び企業等との連携事
業数

125事業 156事業 2,000千円

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

グリーン・ツーリズム実践団体来
場者数（協議会会員のみ）

178千人 200千人 20千円

農業の再生や生涯学習・男女共同参画に関する取組等、地域振興に係る取組を行
う。

○：既に連携している市町
●：2019年度から新たに連携する市町
◎：既に連携している取組の一部を拡充する市町

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町
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(カ) 災害対策

災害時相互応援
協定

香川県消防相互
応援協定

高松空港及びその
周辺における消火
救難活動に関する
協定

消防業務の事務委
託

地域防災対策事
業

消防組織法及び消防法に定める近隣町の消防事務（消防団に関する事務、水利施設の設置、維持
及び管理に関する事務並びに水防に関する事務を除く）を高松市が受託し、処理する（委託者は、委
託事務に要する人件費及び物件費を負担する）。

高松市地域防災計画に基づき、震災対策活動の習熟及び防災関係機関との連携強化、市民の防災
意識の高揚等を図るため、大地震を想定した震災対策総合訓練を実施する。開催場所については、消
防署の管轄区域ごとに、北署・東署・南署・西署の順番に持ち回りで決定する。また、圏域の全市町の防
災担当職員を対象に、高松市防災合同庁舎内において、香川大学などから講師を招き、防災に関する
研修会を実施する。

消防組織法（昭和22年法律第226号）第39条の規定により締結されている香川県消防相互応援協
定に基づいて大規模災害等発生時に相互に応援を行う。

高松空港や圏域における航空機災害発生に際し、各市町の消防機関が空港事務所と連携して、消火
救難活動を行う。

圏域における各市町が、地震等による大規模な災害時における防災対策の一層の充実強化を図るため
に、物資・労力等の相互応援を行う。

事業（取組）名 事業概要
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（KPI設定対象外） ― ― 1,000,237千円

圏域市町との防災行政無線
等を活用した通信訓練を行う
連携市町数

2自治体 8自治体 255千円

（KPI設定対象外） ― ― ー

（KPI設定対象外） ― ― ー

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

（KPI設定対象外） ― ― ー

大規模災害発生時における相互応援の充実強化を図るとともに、消防等に関する連
携を強化する。

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町
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(キ) 環境

一般廃棄物の処
理・処分に関する業
務

し尿処理に関する
業務

環境学習等推進
事業

環境負荷の少ない
自動車の普及促進

小型家電等リサイ
クル推進事業

不法投棄対策事
業の推進

高松市と隣接している三木町及び綾川町については、市町境周辺において協働でクリーン作戦を行い、そ
れ以外の市町については、共通する瀬戸内海の海岸線において、高松市の庵治の海岸のクリーン作戦を
行う時期の前後で同様の清掃活動を行う。
また、年に1～２回各市町の担当者が一堂に会して、不法投棄防止対策を協議する。

次世代自動車の優れた環境性能の情報提供等、環境負荷の少ない自動車の普及促進に向けた取組
を連携して実施する。

小型家電等のリサイクルについて、年１回程度の担当者会議を開催し、事業の実績や課題について情報
交換を行い、相互に連携して取り組む。広域の各種イベント等（不法投棄クリーン作戦など）において共
同して、啓発活動を行う。

三木町・綾川町から排出された、し尿及び浄化槽汚泥の処理業務を高松市が受託し処理する。また、高
松市と綾川町が共有している高松市国分寺町し尿貯留槽の管理を綾川町が受託し管理する。

環境学習講座や緑のカーテン作り方講座について、受講者を圏域全体から募集するなど、環境保全に関
する学習・普及啓発等の活動を圏域が連携して実施する。

高松市は、綾川町から委託を受け、西部クリーンセンターにおいて、綾川町の区域から排出される一般廃
棄物（し尿及び浄化槽汚泥を除く。）の中間処理（焼却、破砕）を行う。また、高松市国分寺地区か
ら排出される一般廃棄物を中間処理した後に生じる残さの埋立処分に関する業務を綾川町に委託する。

事業（取組）名 事業概要
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
不法投棄撲滅ふれあいクリー
ン作戦参加者数

5,520人 8,500人 4,649千円

市内における電気自動車保
有台数

318台 1,665台 3,888千円

年間回収量 13トン 20トン 84千円

（KPI設定対象外） ― ― 570,629千円

環境学習講座参加者数 1,707人 2,400人 2,929千円

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

（KPI設定対象外） ― ― 1,121,266千円

し尿や一般廃棄物の処理等に関する業務、環境学習や普及啓発等に取り組む。

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町
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イ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野

(ア) 地域公共交通

ＩＣカードを利用し
た公共交通利用促
進事業【再掲】

コミバス等へのＩｒ
ｕＣａ導入事業

地域公共交通再
編事業

(イ) ＩＣＴインフラ整備

【新規】データ利活
用型スマートシティ
推進事業【再掲】

(ウ) 道路等の交通インフラの整備・維持

橋りょう改築修繕
事業

道路新設改良事
業

高松市における生活道路（市道）の新設改良工事について、圏域全体で情報共有を行うほか、行政区
域界の事業について、連携して進める。

高松市が、⾧寿命化修繕計画に基づき、計画的に実施している橋りょうの修繕について、連携市町との行
政区域界の橋りょうの点検及び修繕を連携して進める。また、橋りょう⾧寿命化修繕計画について圏域全
体で情報共有を行う。

事業（取組）名 事業概要

データの利活用により、本市が抱える多様な地域課題の解決を図るため、産学民官の多様な主体が参画
する「スマートシティたかまつ推進協議会」と連携し、ＩｏＴ共通プラットフォームを活用して、様々な分野の
データの連携に向けた検討、データの収集・分析等を行う。

事業（取組）名 事業概要

連携市町のコミバス、乗合タクシーの利用者が、ことでんが発行するＩｒｕＣａを使って各市町のコミバス
等を利用できるようシステムを導入する。

持続可能な公共交通ネットワークの形成に向け、鉄道を基軸としたバス路線の再編により、ネットワークの
未接続が課題となっている行政区域外との公共交通によるネットワーク化について取り組む

鉄道系ＩＣカード（ＩｒｕＣａ）を活用することにより、圏域内における公共交通サービスを高水準で均
一なものとして提供する。

事業（取組）名 事業概要
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

● ● ● ● ● ● ●

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○（KPI設定対象外） ― ― 210,000千円

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

（KPI設定対象外） ― ― 404,343千円

橋りょうや道路の修繕・改良を圏域内の視点で計画的・効率的に実施する。

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

連携して収集・分析する地域
課題の解決につながるデータ分
野の数

0分野 4分野 23,000千円

圏域住民の利便性向上を図るため、ⅠＣＴインフラの整備や各種連携事業への活用
に取り組む。

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

コミバス等へのＩｒｕＣａ導
入事業に参加した自治体

1自治体 4自治体 9,075千円

圏域市町と高松市をアクセス
するバス路線数

3路線 5路線 ー

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

公共交通利用促進事業実施
自治体数

1自治体 4自治体 135,947千円

○：既に連携している市町
●：2019年度から新たに連携する市町
◎：既に連携している取組の一部を拡充する市町

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

地域公共交通の利便性向上につながる取組を圏域内で行う。
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(エ) 地域の生産者や消費者等の連携による地産地消

ブランド農産物育
成支援事業【再
掲】

(オ) 地域内外の住民との交流・移住促進

【拡充】自然体験
等を通じた住民の
交流の促進

移住・交流促進事
業

ウ 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野

人材育成事業、合
同研修等の実施

地域コミュニティ人
材養成事業

今後の地域コミュニティ活動等に対する意識を高めるとともに活性化を図るため、地域コミュニティ協議会等
向けに外部講師を呼んで講演会を行う。

事業（取組）名

自然体験等を盛り込んだイベントを開催し、圏域内の児童生徒等の参加を誘致する。

圏域の自治体職員の研修を合同で実施することにより、職員の能力向上を図るだけでなく、市町域をまた
がり、交流や連携を図り、共通認識を持って課題等に取り組む職員を育成する。

事業概要

人口減少、少子・超高齢社会に対応するため、香川県とも連携しながら、圏域のイメージアップや地域の
活性化に資するため、圏域内への就職・移住に関する相談対応や情報発信を行う拠点を首都圏に設置
することによりＵターン希望者を始めとする大都市圏の現役世代に向けた取組を強化するなど移住・交流
促進策に取り組む。

事業（取組）名 事業概要

圏域内の特産農産物について、パンフレットの配布・作成やイベントの活用等を通じて、連携してＰＲを行
う。

事業（取組）名 事業概要
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さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○ ○

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○講演会・講習会の参加者数 380人 360人 5,073千円

人材の育成や施設の共同利用等、圏域マネジメント能力の強化や圏域が持つ資産の
有効な活用につながる取組を実施する。

瀬戸・高松広域連携中枢都
市圏ポータルサイトへのアクセス
数

2,178件 5,700件 1,679千円

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

合同研修の開催回数 4回 6回 2,208千円

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

圏域市町全体での社会増減 623人 1,850人 149,272千円

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

たかまつ食と農のフェスタにおけ
る出展者販売額

9,621千円 10,000千円 5,258千円

圏域内外の人々が圏域の多様な魅力に触れ、住民と交流を深めることができる取組を
実施するほか、圏域内への移住を促進する。

重要業績評価指標（KPI） 事業費
（2019年度）

連携する市町

項目
実績

(2017年度)

目標
(2023年度)

地域の特産農産物について、連携してブランド化を進め、消費の拡大を図る。
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３ 新規・拡充事業について 
 

 
 

連携協約 
1 圏域全体の経済成⾧のけん引 
 ア 産学金官民が一体となった懇談会の設置・運営等、国の成⾧戦略実施のた
めの体制整備 

連携市町 
さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 

● ● ● ● ● ● ● 

事業内容 
多くの人が圏域に愛着や興味を持ち、できること、してみたいことを自ら考えることが
地域経済の活性化につながることから、幅広い層が集まり、意見を出し合うことがで
きる「場」づくりを推進する。 

連携効果 
圏域内の幅広い層の住民間でのネットワークづくりや情報共有が促進されることによ
り、住民が主体となった圏域全体の活性化につながる。 

事業費の 
見込み 
（千円） 

2016 2017 2018 2019 合計 
- - - 125 

625 2020 2021 2022 2023 
125 125 125 125 

役割分担 
及び 
費用負担 
の考え方 

高松市 
・幅広い層が集まる「場」の設置・運営等を行う。 
・実施内容に応じて、協議により、費用負担を決定する。 

連携市町 
・会議の設置・運営等に関し、必要な協力を行う。 
・実施内容に応じて、協議により、費用負担を決定する。 

重要業績 
評価指標 
（KPI） 

指標 実績値（2017） 目標値（2023） 
瀬戸・高松広域連携中枢都市圏
ポータルサイトへのアクセス数 

2,178 件 5,700 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幅広い層が集まる「場」のイメージ 
 
 

 
（１）【新規】 幅広い層が集まる「場」づくり事業 

31 



 

 

 

 
 
 

 

連携協約 

２ 高次の都市機能の集積・強化 
 エ その他、高次の都市機能の集積・強化に係る施策 
【再掲】３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上  
 イ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野  (オ）ＩＣＴインフラ整備 

連携市町 
さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 

● ● ● ● ● ● ● 

事業内容 

データの利活用により、本市が抱える多様な地域課題の解決を図るため、産学民官
の多様な主体が参画する「スマートシティたかまつ推進協議会」と連携し、ＩＯＴ共
通プラットフォームを活用して、様々な分野のデータの連携に向けた検討、データの収
集・分析等を行う。 

連携効果 
圏域の様々なデータをＩＯＴ共通プラットフォームに収集・分析することで、より一層
の地域課題の解決が期待できる。 

事業費の 
見込み 
（千円） 

2016 2017 2018 2019 合計 
- - - 23,000 

145,000 2020 2021 2022 2023 
26,000 29,000 32,000 35,000 

役割分担 
及び 
費用負担 
の考え方 

高松市 
・ＩＯＴ共通プラットフォームの利活用による効果の周知、 円滑な
サービス提供、連携市町との調整を行う。 

連携市町 

・ＩＯＴ共通プラットフォーム活用に関する情報共有を行い、収集・
分析するデータ分野についてＩＯＴ共通プラットフォームへデータ連携
を行う。 
・実施内容に応じて、協議により、費用負担を決定する。 

重要業績 
評価指標 
（KPI） 

指標 実績値（2017） 目標値（2023） 
連携して収集・分析する地域課題
の解決につながるデータ分野の数 

0 分野  4 分野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

データ利活用型スマートシティ 
 

 
（２）【新規】 データ利活用型スマートシティ推進事業 

32 



 

 

 

 
 

 
 

連携協約 
３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 
 ア 生活機能の強化に係る政策分野   （ア）地域医療 

連携市町 
さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 

     ●  

事業内容 
連携市町において、集団検診に加え、高松市の医療機関等での個別検診（子宮
頸がん・乳がん検診）による受診を可能にする。 

連携効果 
高松市の医療機関等での個別検診による受診が可能となり、受診機会の安定的
な提供及び受診率の向上につながる。 

事業費の 
見込み 
（千円） 

2016 2017 2018 2019 合計 
- - - 95 

475 2020 2021 2022 2023 
95 95 95 95 

役割分担 
及び 
費用負担 
の考え方 

高松市 ・連携市町及び高松市医師会と、受診可能範囲等の調整を行う。 

連携市町 ・医師会との協議、検診費用の負担、住民への周知を行う。 

重要業績 
評価指標 
（KPI） 

指標 実績値（2017） 目標値（2023） 
高松市医療機関でがん検診を希
望した者のうち、検診受診につなが
った者の割合 

100 % 100 % 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

がん検診の広域化のイメージ 
 

 

 
（３）【新規】がん検診の広域化 
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連携協約 
３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

ア 生活機能の強化に係る政策分野   （イ） 介護

連携市町 
さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 

● ● ◎ ◎ ◎ ● ◎ 

事業内容 
地域包括支援センターの運営に関する取組について、圏域内の市町において情報
交換会等を開催し、ノウハウの共有や連携して解決すべき課題の検討等を行う。 

連携効果 
互いの事業内容について、詳細な部分まで把握でき、それらを参考にすることで、圏
域全体で安定した水準の事業実施が図られる。 

事業費の 
見込み 
（千円） 

2016 2017 2018 2019 合計 
377,502 390,380 430,646 596,782 

4,182,4382020 2021 2022 2023 
596,782 596,782 596,782 596,782 

役割分担 
及び 
費用負担 
の考え方 

高松市 
・情報交換会を開催するとともに、高松市開催の研修会について、
機会の提供を行う。 
・実施内容に応じて、協議により、費用負担を決定する。

連携市町 
・情報交換会に出席し情報交換するとともに、研修会への参加を促
す。 
・実施内容に応じて、協議により、費用負担を決定する。

重要業績 
評価指標 
（KPI） 

指標 実績値（2017） 目標値（2023） 

自立高齢者率 79.2 ％ 74.6 ％ 

地域包括支援センターの主な事業 

 
（４）【拡充】地域包括支援センター運営事業 
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連携協約 
３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

イ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野  （エ）地域内外の住民と
の交流・移住促進 

連携市町 
さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ 

事業内容 
自然体験等を盛り込んだイベントを開催、助成し、圏域内の児童生徒等の参加を
誘致する。 

連携効果 
圏域内の人の流れをつくり、地域の活性化を促進するとともに、交流によって、児童
生徒を始めとする住民の相互理解を深める。 

事業費の 
見込み 
（千円） 

2016 2017 2018 2019 合計 
12,749 1,850 2,077 1,679 

25,0712020 2021 2022 2023 
1,679 1,679 1,679 1,679 

役割分担 
及び 
費用負担 
の考え方 

高松市 

・連携市町が実施するイベントについて、高松市の住民に周知・啓発
を行う。
・高松市内における圏域内の児童生徒等が参加可能な自然体験
イベント等の開催経費を助成する。 
・実施内容に応じて、協議により、費用負担を決定する。

連携市町 

・自然体験等を盛り込んだイベント等を開催・周知し、圏域内の児
童生徒等の参加
を促進する。 

・実施内容に応じて、協議により、費用負担を決定する。
重要業績 
評価指標 
（KPI） 

指標 実績値（2017） 目標値（2023） 
瀬戸・高松広域連携中枢都市圏
ポータルサイトへのアクセス数 

2,178 件 5,700 件 

住民の交流の促進イベント等 

 
（５）【拡充】自然体験等を通じた住民の交流の促進 
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参考資料 



ビジョンの推進に当たっては、連携市町の首長、議長で構成する「瀬戸・高松広域連携中枢都市圏

推進委員会」や実務担当者による事務局会などを通じ、連携市町が常に意思疎通を図りつつ、役割

分担、相互の連携・協力の下、各種事業に取り組んでいきます。また、外部の有識者等で構成する懇

談会を設置し、産学金官民が一体となった推進体制を構築します。 

圏域の目指すべき将来像の実現に向け、成果指標の推移や状況変更等を踏まえ、毎年、取組事

業を見直すなど、適切な進行管理に努めます。 

●推進体制

●進行管理



年月日 会議等 摘要 

H30.4.25 事務局会① (1) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会について

(2) 圏域若者会議（仮称）の今後の進め方について

(3) 特別交付税等の情報交換について

ビジョン懇談会① (1) 会長・副会長の選任について

(2) 圏域若者会議（仮称）の設置について など 

5.30 若者会議① (1) 会議の位置づけについて

(2) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョンについて

(3) 会議の進め方について

7.24 事務局会② (1) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏における取組に関する調査結果について

(2) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏における取組希望事業調査結果について

(3) 圏域若者会議の進捗状況等について    など 

若者会議② (1) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏で拡充する・取り組むべき事業について

(2) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会への報告について

(3) 今後の会議について

8.27 事務局会③ (1) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏における取組に関する調査結果について

(2) 圏域若者会議報告書及びビジョン懇談会委員からの意見について

(3) 「瀬戸・高松広域連携中枢都市圏」における取組の拡充に関する調査について

(4) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏推進委員会日程について  など 

ビジョン懇談会② (1) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョンの取組事業の評価等について

(対象：平成 29 年度実施事業)

(2) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョンの取組拡充について

・瀬戸・高松広域連携中枢都市圏域若者会議からの報告 など 

11.14 事務局会④ (1) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏推進委員会の協議内容について

・圏域の目標達成状況及び取組事業の評価等について

・平成 31 年度以降の取組事業について

・その他（圏域愛称について）

(2) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の変更について

(3) 連携中枢都市圏構想の推進に要する経費に関する調について など 

11.26 推進委員会① (1) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の目標達成状況及び取組事業の評価等に

ついて（対象：平成 29 年度実施事業）

(2) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏における取組事業の新規・拡充等について

（平成 31 年度以降実施分）

・データ利活用型スマートシティ推進事業について

(3) その他

・圏域愛称について

H31.2.7 講演会 講師 牧原 出 氏（東京大学先端科学技術研究センター教授） 

演題 2040 年の地方自治  

～自治体戦略 2040 構想研究会とその後の地域のあり方～ 

3.下 連携協約変更 連携協約項目「圏域全体の生活関連機能サービスの向上」中の「結びつきやネット

ワークの強化に係る政策分野」に、「ＩＣＴインフラ整備」を追加するなど、高松市と

連携市町が締結している連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の一部を変更 

3.末 ビジョン(平成 31 年度
取組事業編)の策定 

H31 年度以降に新規・拡充する事業内容等を記載した取組事業編を策定 

（予定） 

●連携中枢都市圏ビジョン推進の経過（平成 30 年度）



瀬戸・高松連携中枢都市圏推進委員会規約

（ 名称） 

第１ 条 この会は、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏推進委員会

（ 以下「委員会」という。） と称する。 

（ 目的） 

第２ 条 委員会は、国の連携中枢都市圏構想の下、相当の規模

と中核性を備える圏域の中心的な役割を担う高松市（ 以下「連

携中枢都市」という。） と連携中枢都市と連携する意思を有する

市町（ 以下「連携市町」という。）とが、役割分担と相互の連携

協力の下に行う取組等について協議し、人口減少、少子・超高齢

社会においても、経済を活性化し、圏域全体の魅力を高めるととも

に、住民が安心して快適に暮らすことのできる圏域を形成することを

目的とする。 

（ 所掌事務） 

第３ 条 委員会は、次に掲げる事項について協議する。 

(１ ) 連携中枢都市圏構想推進要綱（ 平成２ ６ 年８ 月２ 

５ 日総行市第２ ０ ０ 号。以下「要綱」という。）第５ の規

定に基づく連携中枢都市圏形成に係る連携協約に関すること。 

(２ ) 要綱第６ の規定に基づく連携中枢都市圏ビジョンに関するこ

と。 

(３ ) 前２ 号に掲げるもののほか、委員会の目的を達成するために

必要な事項 

（ 組織） 

第４ 条 委員会は、次に掲げる者をもって充てる委員で組織する。 

(１ ) 連携中枢都市及び連携市町（ 以下「関係市町」という。） 

の長 

(２ ) 関係市町の議会の議長 

（ 会長及び副会長） 

第５ 条 委員会に会長及び副会長をそれぞれ１ 人置く。 

２ 会長は連携中枢都市の市長の職にある者を、副会長は会長が

指名する委員をもって充てる。 

３ 会長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が

欠けたときは、その職務を代理する。 

（ 会議） 

第６ 条 委員会の会議は、会長が招集し、会長は、会議の議長と

なる。 

２ 委員会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ、開くこと

ができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その

意見又は説明を聴くことができる。 

（ 事務局） 

第７ 条 委員会の事務局は、連携中枢都市に置く。 

（ 委員会の運営の細則） 

第８ 条 その他委員会の運営に関し必要な事項は、会長が定める。 

附 則 

この規約は、平成２ ７ 年８ 月１ ４ 日から施行する。 

瀬戸・高松連携中枢都市圏推進委員会 委員名簿 （平成 31 年 3 月現在、敬称略） 

市町名 市長・町長 議長 

高松市 （会長）大西 秀人 （副会長）二川 浩三 

さぬき市 大山 茂樹 髙嶋 正朋 

東かがわ市 藤井 秀城 井上 弘志 

土庄町 三枝 邦彦 井上 正清 

小豆島町 松本  篤 谷  康男 

三木町 伊藤 良春 髙藤 周介 

直島町 小林 眞一 井下 良雄 

綾川町 前田 武俊 河野 雅廣 

●瀬戸・高松連携中枢都市圏推進委員会規約・委員名簿



瀬戸・高松連携中枢都市圏ビジョン懇談会設置要綱 

（設置） 

第１条  瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョンの策定又は変更

に当たり、広く有識者等から意見を聴くため、瀬戸・高松広域連携

中枢都市圏ビジョン懇談会（以下「懇談会」という。）を置く。 

（定義） 

第２条  この要綱において「瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョ

ン」とは、連携中枢都市圏構想推進要綱（平成２６年８月２

５日総行市第２００号）第６の規定に基づき本市が策定する

連携中枢都市圏ビジョンをいう。

（意見を聴取する事項） 

第３条 市長は、次に掲げる事項について意見を聴取する。 

(１) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョンの策定又は変更に

関すること。 

(２) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏における経済成長のけん引

等に係る取組に関すること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、懇談会の目的を達成するために

必要な事項 

（組織） 

第４条 懇談会は、委員１９人以内で組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。

(１) 学識経験者 

(２) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏形成に係る連携協約に基

づき推進する取組事項に関連する分野の関係者 

(３) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏を構成する各自治体から推

薦された者 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。

（会長及び副会長） 

第６条  懇談会に会長及び副会長をそれぞれ１人置く。

２ 会長は委員の互選により定め、副会長は会長が指名する委員

をもって充てる。 

３ 会長は、会務を総理し、懇談会を代表する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が

欠けたときは、その職務を代理する。

（会議） 

第７条 懇談会の会議は、会長が招集し、会長は、会議の議長と

なる。 

２ 懇談会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ、開くこと

ができない。 

３ 会長は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その

意見又は説明を聴くことができる。 

（部会） 

第８条 会長は、必要があると認めるときは、委員の中から指名して

部会を設置し、特定の事項について検討等をさせることができる。 

２ 会長は、必要に応じて委員以外の者に部会への参加を求めるこ

とができる。 

３ 部会は、会長が指定した事項を検討し、その結果を会長に報告

するものとする。 

（庶務） 

第９条 懇談会及び部会の庶務は、市民政策局政策課において

行う。 

（懇談会の運営の細則） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、懇談会の運営に関し必要な

事項は、会長が懇談会に諮って定める。 

附 則 

（施行期日） 

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成２８年３月１５日から施行する。 

（招集の特例） 

２ この要綱による最初の懇談会の会議は、第７条第１項の規定

にかかわらず、市長が招集する。 

（最初に委嘱される委員の任期の特例） 

３ この要綱の施行の日以後最初に委嘱される委員の任期は、第

５条第１項本文の規定にかかわらず、平成３０年３月３１日ま

でとする。 

瀬戸・高松連携中枢都市圏ビジョン懇談会 委員名簿 （平成 31 年 3 月現在、敬称略） 

氏名 役職等 氏名 役職等 

嘉門 雅史 （会長）京都大学名誉教授 吉田 洋子 高松商工会議所女性会常任理事 

松岡 久美 （副会長）香川大学経済学部准教授 桑村 美奈子 たかまつ移住応援隊リーダー、SPINTO代表 

石田 雄士 高松市コミュニティ協議会連合会会長 木村 イツ子 
さぬき市選出委員 
さぬき市交通安全母の会会長、神前婦人会会長 

佐野 正 高松観光コンベンション・ビューロー理事長 竹内 守善 
東かがわ市選出委員 
香川県情報発信参与、高松大学非常勤講師等 

對馬 敬生 ㈱百十四銀行地域創生部長兼ソリューション推進部長 粂 英彦 
土庄町選出委員 
元土庄町職員

真弓 研介 高松市医師会副会長 石田 良行 
小豆島町選出委員 
小豆島町代表監査委員 

三井 文博 NPO 法人アーキペラゴ代表理事 多田 理恵 
三木町選出委員 
元三木町総合戦略策定委員会委員 

宮本 美枝子 “ぐるっと高松”公共交通を育てる会代表 堀口 容子 
直島町選出委員 
直島町まち・ひと・しごと創生推進会議委員 

栗 秀代 高松市民生委員児童委員連盟副会長 長尾 百合子 
綾川町選出委員 
元綾川町第２次総合新計画百人委員会委員、綾川町交通安全母の会会長  

笠井 三奈 高松市 PTA 連絡協議会女性代表委員長 

●瀬戸・高松連携中枢都市圏ビジョン懇談会設置要綱・委員名簿
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